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研究成果の概要（和文）：　癌治療と生殖医療の進歩に伴い，パートナーの死後，凍結保存されていた精子，卵子，受
精卵を用いた生殖補助医療により妊娠，出産する「死後生殖」が社会的関心となっている．死後生殖や，その背景にあ
る配偶子・性腺の凍結保存についての日本の実態と意識調査を行った．また，悪性腫瘍のみではなく，仕事に打ち込む
ためやパートナーのいないなどの理由で未婚女性が将来の妊娠に備えて卵子保存，また，代替の選択肢となる第3者の
卵子提供などについても調査した．

研究成果の概要（英文）：Progress in cancer therapy and reproductive medicine enabled cryopreservation of g
ametes and gonads of patients with cancer and posthumous reproduction.  We conducted factual and attitude 
survey in Japan on posthumous reproduction and cryopreservation of gametes and gonads by the reasons of va
rious medical and social indications.
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１．研究開始当初の背景 
生殖医療技術の発展は倫理的，法的，
社会的問題をもたらしている． 死後生殖
とは，パートナーの死後，凍結保存され
た精子，卵子，受精卵を用いた生殖補助
医療により懐胎・出産する行為・技術・
事象のことである．また，死後認知とは，
死後生殖によって生まれた子と亡き夫と
の間に法的な親子関係を発生させる法律
上の手続きのことである． 
癌治療の進歩とともに若年者の癌や白
血病でも完治例が見られ，将来の妊娠を
期待して抗癌剤治療による精子・卵子喪
失の前に凍結保存を行う例も増加してい
る．精子・卵子や卵子の保存は，通常は
保存者の生存中の体外受精などの生殖医
療を目的にしているが，本人が死亡した
後に生殖医療により子どもが生まれてお
り，種々の社会的問題が現実のものとな
っている．しかし，死後生殖に関しては，
わずかに判例分析の形での家族法（民法
の一分野）の視点からの研究があるのみ
で，まとまった研究はほとんどなされて
いない． 
 一方，外国では早くから死後生殖に関す
る倫理的，法的，社会的視点からの研究の
重要性が認識され，研究も行われている．
イギリスでは，死後生殖で生まれた子に相
続を認めないという制限付きではあるが，
死後生殖に道を開き，法的親子関係の存在
をも肯定している．このように，死後生殖
をめぐる問題を立法により解決している国
もある． 
 我が国では，日本産科婦人科学会は，「凍
結保存精子を使用する場合には，その時点
で本人の生存及び意思を確認する」，「凍結
精子は，本人から廃棄の意思が表明される
か，あるいは本人が死亡した場合，廃棄さ
れる」としている（「精子の凍結保存に関す
る見解」（2007年4月））．さらには，裁判所
（最高裁）も否定的であることが推測され
る．我が国では我々が知る限り現在までに5
例の死後生殖の実施が明るみに出ており
（うち4例が出産），このうち3例では亡き夫
と死後生殖によって生まれた子との間の法
的親子関係をめぐって訴訟（死後認知訴訟）
が起きたが，これらの3例の訴えにつき，
2006年，最高裁は，死後生殖によって生ま
れた子の法的親子関係をいずれも認めなか
った． 

 一方，我々が2007年に実施した全国の
大学生に対する死後生殖に関する大規模
社会調査では62％の者が死後生殖に肯定
的であることを示しており（有効回答：
3575名），さらには，生命倫理の中核概
念である自己決定原理からの論理的推論
によって，我々は前述の医学界の見解や
最高裁の判決には少なからず問題がある
のではないか，と考えるに至った． 
 
２．研究の目的 
 本研究は，癌治療と生殖医療の進歩を背
景に発生している死後生殖の問題を，社会
調査を踏まえて，生命倫理，医事法，文化
人類学の各視点さらには医療者や患者の視
点などの複合的な視点から学際的に考察す
るものである．本研究の目的は，このよう
な考察を行うことによって，死後生殖の是
非を明らかにし，それに基づいて社会に情
報発信を行い，さらには生命倫理政策形成
に寄与する政策提言を行うことである．  
 
３．研究の方法 
(1)関係資料の収集 
 死後生殖，死後認知に関する国内及び海
外の学術文献及び裁判例を収集する．また，
関連する新聞雑誌等の記事やインターネッ
ト上の情報なども収集した． 
(2)死後生殖の認められている国における
実情の調査 
 死後生殖の認められているイスラエルに
おける状況を調査するため，フランク・レ
ービット氏（元イスラエル・ベングリオン
大学講師，元国際生命倫理学会理事）と議
論，また，現地の研究者チームの構成を依
頼し，調査を施行した． 
(3)研究会による議論 
 収集したデータをもとに議論し，課題を
整理した． 
(4)産婦人科施設における死後生殖の実態
調査 
 2012 年 6～8 月，日本産科婦人科学会の
登録医療施設 1,157 施設の代表者あてに，
郵送法にて，無記名自記式質問紙調査を施
行した．調査内容は，対象の属性，生殖補
助医療実施状況，各種の配偶子凍結保存と
死後生殖の実態，各種の配偶子凍結保存と
死後生殖の実態への意識などとした。 
(5)公開シンポジウム・セミナーでの議論 
 調査データを公表するとともに，公開シ



ンポジウム，公開セミナーで議論し，課題
を整理した． 
(6)全国の一般人への意識調査 
2013 年 7～9月，全国の計 8都府県 27 地
域を抽出し，各地域の一般人計 5,972 名に，
郵送法にて，無記名自己記入式質問紙調査
を施行した． 
(7) 公開セミナーによる議論 
 調査データを公表するとともに，公開セ
ミナーで議論し，課題を整理した． 
(8)一般人向けの啓発用冊子を作成 
 調査データなどをもとに，妊娠の成立や生
殖補助医療の基礎知識，第 3者の配偶子提
供，配偶子・性腺の凍結保存，死後生殖，
生殖補助医療への法的規制などに関する解
説集の冊子を作成した． 
 
４．研究成果 
 1)全国の産婦人科施設代表者への調査 
 産婦人科 1,157 施設の代表者への調査の
結果（回答 415 施設）では，悪性腫瘍男性
の精子凍結保存は未婚・既婚とも約 80％，
悪性腫瘍女性の既婚者の胚凍結保存は
81.0％，未婚者の卵子凍結保存は 81.9％が
「倫理的に問題ない」と回答した．「実際に
行う可能性がある」も各 25～35％と高率で
あった．これに対して，悪性腫瘍の男性へ
の精子提供では 50.2％，悪性腫瘍の女性へ
の卵子提供では 39.9％が「倫理的に問題な
い」としており．約 9％が「実際に行う可
能性がある」と回答した． 
 悪性腫瘍男性の死後に凍結保存精子を使
用して生殖医療を行うことも 20％の施設
代表者が「倫理的に問題ない」とし，3.6％
の施設は「自身の施設で行う可能性がある」
とした．実際に 2.9％の施設で，死後生殖
を希望する患者が来院しており，1 施設で
実施されていた． 
2)全国の一般人への調査 
全国の一般人計 5,972 名のうち，有効回
答の得られた 1,144 名を対象とした．配偶
子や性腺の凍結保存に関して，がんや戦争
など自分の意思とは無関係に起こった状況
や研究目的での利用に対して肯定度は高く，
仕事やパートナーが見つからないなど個人
のライフプランの中での利用への肯定度は
低くなっていた．世代を超える生殖や売買
などは肯定度を低下させる因子となってい
た．女性のみに限定して，年代ごとに，未

婚既婚別，子どもの有無別で比較したとこ
ろ，35～44 歳では，未婚女性の方が，また，
子どものいない女性の方が有意に高率であ
った．死後生殖に関して，約 54％は「条件
によっては死後生殖を認めてよい」と回答
し，「死後生殖で生まれた子どもを亡父の子
どもとして認知すべき」との回答は約 73％
であった． 
3)情報発信，社会貢献 
 これらのデータを現場に反映するため，
白血病などの血液疾患への治療を扱った医
学雑誌や専門書，がん看護の専門書に論文
を掲載，または，掲載予定である．さらに，
これらのデータをもとに，がん・生殖など
の医療関係者，生命倫理研究者などの各種
の会で講演等を行っている． 
 これから子どもを持つことを考える生徒
に関心を持ってもらうことは重要である．
このため，基礎的な解説や今回のデータを
まとめた，学校の中で保健教育，性教育を
行う養護教諭や助産師などの産科スタッフ
のための冊子「騒がしい精子と卵子：子ど
もと話したい生殖医療」を作製した． 
4)今後の展開 
 これらの過程で，生命倫理の中核概念で
ある自己決定原理からの論理的推論により，
医学界の見解やガイドライン，最高裁の判
決も少なからず再考が必要ではないかと考
える．これらを考慮した法制化の議論，成
立したとしても，その後の見直しが必要と
考えられ，さらに，生殖年齢の延長に伴女
性のライフプラン形成への影響、商品とし
ての配偶子提供と家族形態の多様化などに
ついて，研究を進めたい． 
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25)中塚幹也：「癌治療にともなう配偶子・性
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移植学会 2012 年 2月 24 日，大阪国際会議場 
26)井上理絵，富岡美佳，中塚幹也：「ターナ
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9月 29 日，国立京都国際会館 
27)中塚幹也：「死後生殖の背景」 公開セミ
ナー 生と死の倫理「死後生殖」．2011 年 6
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山生命倫理研究会」2011 年 6 月 25 日，岡山
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扱い．騒がしい精子と卵子：子どもと話した
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ート．ふくろう出版（岡山），162 頁，pp.54-61，
2013． 
4)中塚幹也：性同一性障害と産婦人科―ホル
モン療法と生殖医療．南野千惠子，川﨑政司，
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2)９施設で健康な独身女性に卵子凍結を実
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11)健康な女性の卵子凍結実施へ．情報ウェ
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初指針 「卵子凍結」拡大歯止め．毎日新聞，
2013 年 11 月 22 日 
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は推奨せず．共同通信，日経新聞，山陽新聞，
他，2013 年 11 月 16 日 
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額とも最多．山陽新聞，2012 年 7月 26 日 
23)「死後生殖の現状を報告」岡山大，中國
新聞，2012 年 6月 28 日 

24)「卵子提供と代理母」野田聖子議員に聞
く．中國新聞，2012 年 6月 26 日 
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